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日立冨空将許

帳票送り出し装置

光学文字読取機などのように,たい

(堆)積された帳票を1枚ずつ分離して

送り出す装置では,上下の帳票がくっ

ついたりして1枚ずつ送り出せないこ

とがある｡このような場合,人手を介

さずに自動的に紙送り動作を回復させ

る必要がある｡

日立製作所では,帳票の送り出しに

失敗した場合(図1),帳票を載置して

いるホッパをいったん下降させて,ホ

ッパから出かかっている帳票を宙づリ

にすることで,くっついた帳票を分離

し(図2),この後ホッパを元の位置に

戻して再び帳票の送り出しを行う帳票

送り出し装置を開発した｡

これにより,いったん不成功に終わ

った紙送F)動作を,人手を介さずに回

復させることを可能にした｡

l.特長･効果

(1)紙送りエラーが発生しても,自動

的に回復させることができる｡

(2)オペレータの介入が不要なので,
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図l 帳票送り出し装置(紙送り動作)

操作時のオペレータの負担が軽減でき

る｡

(3)紙送りエラーによる読取り動作の

中断がないので,高速読取りが可能と

なる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1220540号(特公昭58-5柑59号)

｢帳票送り出し装置+
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電子計算機システム

電子計算機システムでは,オペレー

タの介入が必要な応答要求メッセージ

が発行される｡

従来,これに対してオペレータがシ

ステムコンソールから応答コマンドを

入力していたが,これはオペレータに

かかる負担が大きい｡

日立製作所は,自動的かつきめ細か

に応答することができる機能を持った

電子計算機システムを開発した｡

図1に示すように,メッセージの種

別を示す識別部(ID)とメッセージに含

まれるテキストの一部及びこれに対応

する応答コマンドがあらかじめ設定さ

れ記憶されている｡

応答要求メッセージを出力すると,

そのIDとテキストの一書汚が記憶されて

いるものと比較され,一致すると対応
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図l 出力メッセージに対する自動応答システム

する応答コマンドがコマンド実行部に

与えられる｡このようにして,自動的

に必要な処理を行わせることができる｡

メッセージIDは,例えばある種のエ

ラーが発生したとか作業開始であると

かの種別を指定し,テキストの一一部は

例えばエラーの内容やディスク番号な

どである｡

1.特長･効果

(1)応答要求メッセージに対してオペ

レータに負担がなく,かつ正確な応答

ができる｡

(2)IDとテキストの一部を比較するこ

とにより,例えば｢あるディスクにエ

ラーが発生した+ということが判別で

きるので,｢そのディスクは切り離しな

さい+というようなきめ細かい応答コ

マンドを自動的に発行できる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1235089号

｢電子計算機システム+
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日立富約手許

記憶保護方式

データ処理装置の記憶保護方式とし

て,業務プログラムごとに異なる記憶

保護コードを割り当て,このコードと

主記憶に保持される記憶保護情報

〔図l(a)〕とを比較することによって,

目的の記憶領域に対するアクセスを制

御する方式が知られている｡しかし,

同一業務プログラム中に制御78ログラ

ムとユーザープログラムとが共存する

ときでこの制御プログラムを保護する

場合,OSが介入するかあるいは特殊な

命令を設けるほかなかった｡
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(b)記憶領域

本特許は,主記憶をアクセスする特

定のオペレーション(例えば間接分岐命

令)が実行されることを処理装置で検出

し,これによってあらかじめ制御レジ

スタに格納された特定アドレスとアク

セスするアドレスとを比較し,その結

果に応じて記憶保護レジスタ中の記憶

保護情報を変更して,ユーザープログ

ラムから制御プログラムへのアクセス

を制御するものである〔図1(b)及び

図2〕｡

業務プログラム2

(コード0010)

図l 記憶保護情報及び保護される記憶領域

1.!特長･効果

(1)少なくとも同一業務プログラム中

のアクセス制御は,OSが介入しないた

めOSのオーバヘッドがない｡

(2)通常発行される命令によって記憶

保護情報を変更できるため,従来ソフ

トウェアの変更を必要としない｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1332036号

｢記憶保護方式+

･ 一一処理装置- ｢一 主記憶装置
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図2 ハードウェア構成と動作の例

電子計算機システム運転装置

大形電子計算機の早朝運転など,計

算機運転の無人化の必要性が高まって

いる｡その運転に当たっては,計算機

室の温度,湿度などの環境条件が整っ

ている必要がある｡

日立製作所では,計算機の運転開始

｢‾‾
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空調インタフェース

温･湿度検出器インタフェース

電源制御部

システム起動制御部

業務を自動化するため,時計機構を内

蔵し,あらかじめ設定した時刻に空調

設備を起動し,温度･湿度の環境条件

が整ったことを検知した後に計算機を

起動する計算機運転装置を開発した

(図l)｡
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電子計算機システム 図l 電子計

算機システム
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l.特長･効果

(1)人手の介入なしに運転環境を整え

て計算機を起動することができ,計算機

運転開始業務の無人化が可能になる｡

(2)空調設備を先に動作させて環境条

件を整えているので,計算機を誤動作

なく起動できる｡

(3)停電の際にも駆動し続ける時計機

構を用いているので,所望の時刻に計

算機の起動ができる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第12164ほ号

｢電子計算機システム運転装置+

日立製作所では･すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいておりますDまた･ノウハウについてもご相談に応じておりけので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は…･ 株式甘敢日立製イE祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁日5番l号(新丸ビル)電話(03)214-3=(直通)特許部特許営業グル_プ
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製品紹介

VOS3DB/DC高信頼化機能ARF
近年,オンラインデータベースシス

テムの情報処理量は増大の傾向にあ

り,処理能力の向上と信頼性向上のニ

ーズが高まっている｡ARFは,これら

のニーズにこたえ,複数CPU間でデー

タベース共用を可能とする大規模なオ

ンラインシステムを実現させるととも

に,信頼性と稼動率を向上させるため

の高速システム回復機能を備えたソフ

トウェアである(図1)｡ARFは,大形

コンピュータ用オペレーティングシス

テムVOS3/ESl,VOS3/SP21の下で利
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図I ARFシステム構成図(例)

用できる｡

1.主な特長

(1)システムの大規模化への対応

チャネル間結合装置により疎結合さ

れた複数CPU間でデータベースの共用

を可能にして,データベースをより多

目的に活用できるとともに,データベ

ースの分散化,大規模なデータベース
利用環境が実現できる｡また,データ

ベースとCPUの接続構成が柔軟に行え

るため,システム全体の効率や安全対

策を図れる｡

(2)システムの信束副生の向上

高速システム回復(ホットスタンバイ

再開始)機能により,あるCPUでオンラ

イン障害が発生しても,瞬時に他CPU

でオンラインを続行することができ,

システム全体の可用性及び稼動率が向

上する｡

(3)システムの高性能化への対応

データベース共用機能によってオン

ライン処理の分散化,並行処理化を行

うことが可台巳であり,CPU負荷の低減,

オンライン処理の高速化が行える｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

日立小形ビデオテックスシステム"HITPAX”

日立小形ビデオテックスシステム

"HITPAX''は,導入の簡易化及び運用

要員の負荷軽減を図ったキャプテン方

式のビデオテック専用システムである｡

卜 主な!特長

(1)豊富な外部接続機能

利用者端末は,加入電話網をはじめ

専用線,構内回線,ビデオテックス通

信網のいずれにも接続できるため,利

用者のニーズに応じた幅広いサービス

が提供できる｡

(2)豊富なアプリケーション機能

アプリケーション機能として,多彩

な機能を標準装備しており,高度なサ

ービスを提供できる｡

(3)容易なシステム導入と運用を実現

ハード･ソフトを一体化したシステ

ムのため,導入後短期間でサービスを

開始することができる｡更に,電源を

投入するだけでサービスが可能な状態

になる｢自動立上げ方式+を採用して

いるため,コンピュータの専門要員が

いなくてもシステムの運用が可能とな

る｡

(4)拡張性に富んだシステム

三つのモデル(モデル2･5･6)を

そろえているため,提供画面数,利用

者端末台数などユーザーの運用規模に

応じて最適なモデルが選べる｡

(5)統計情報の標準提供

利用者端末接続状況表及び画面検索

表l モデル別の主な仕様

状況表を標準提供する｡これ以外の情

報については,簡易言語を使用するこ

とにより容易に出力することができる｡

2.主な仕様

表1に,モテル別の主な仕様を示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

モデル

項目
モデルZ モテリレ5 モデル6

サポート回線数 全二重10回線 全二重36回線 全二重72回線

蓄 積 画 面 数* 最大8万画面 最大20万画面

電 力 約4.5kVA 約14k〉A 約19k〉A

発 熱 量 約2′800kcal 約7.200kcal 約名.4D批cal

床 面 積 約IDm2 約ZOm2 約ZOm2

注:*4kバイト/画面の場合

99



494 日立評論 VOL.69 No.5‥98ト5)

製品紹介

外国為替業務処理システム

EFECTは,金融機関向け窓口専用端

末(FBT)を採用した銀行向け外国為替

業務処理APPである(図1)｡

漢字ガイダンスー漢字帳票を全面的

に採用し,営業店業務処理の効率向上

を実現できる｡

更に,国内勘定系システムと回線接

続(HDLC手順)することで,統合勘定

系システムとして,顧客管理や精査業

務の統合管理が可能である｡

l.主な特長

(1)事務合理化の実現

証書･伝票･計算書の営業店での即

時発行や,センタ自動処理により,営

業店事務処理が合理化できる｡

(2)管理機能の強化

顧客元帳をデータベース化し,オン

ライン照合機能,極度管理,未収管理

など顧客単位の管理機能を提供してい

る｡

(3)信頼性の向上

DBの二重化と自動ファイルリカバリ

機能により,ファイル障害に対する信

オフライン
DB

"EFECT”

HITAC

Mシリーズコンピュータ

外国為替オフラインシステム

●還元資料作成

●決算処理

●引き直し処‡里

●BMPデータ作成

l 国内勘定系

l オンラインシステム

漢字プリンタ

｢

且

1ジャーナル(*)
1

1

(*)

注:* システム形態により回線接綺,MT引継ぎを選択するヮ

図I EFECTの機能

頼性を向上させた｡更に,プログラム

閉そく機能により,プログラム不良発

生時も,継続運転ができる｡

(4)踏内勘定系システムとの接続

取引のログ情報をディレード送信す

ることで,国内勘定系システムのDI∋,

HITAC

T-860/30

分散プロセッサ

外国為替オンラインシステム

●輸出 ●送金

●輸入 ●予約

●貸付 ●資金

●預金 ●保証

オンライン
DB

営業店

FBT

FBT

カウンタのオンライン更新が実現でき

る｡国内業務の端末から,外団為替の

取引状況を照会することが可能となる｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)
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